
八八
〇〇
年年
代代
のの
村村
上上
春春
樹樹
とと
同同
時時
代代
とと
しし
てて
のの
〈〈
アア
メメ
リリ
カカ
〉〉  

――
――

ああ
るる
いい
はは
「「
ジジ
ムム
・・
モモ
リリ
ソソ
ンン
のの
ソソ
ウウ
ルル
・・
キキ
ッッ
チチ
ンン
」」
のの
〈〈
青青
春春
〉〉――

――
                        

 
     

大大
谷谷  

  

哲哲    
OOYYAA  
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村
上
春
樹
は
、
一
九
八
一
年
七
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
エ
ッ
セ
イ
「
同
時
代
と
し
て
の
ア
メ
リ

カ
」
を
『
海
』
に
発
表
す
る
。「
疲
弊
の
中
の
恐
怖―

―

ス
テ
ィ
フ
ン
・
キ
ン
グ
」（
七
月
）、「
誇

張
さ
れ
た
状
況
論―

―

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
作
品
群
」（
九
月
）、「
方
法
論
と
し
て
の
ア
ナ

ー
キ
ズ
ム―

―

フ
ラ
ン
シ
ス
・
コ
ッ
ポ
ラ
と
『
地
獄
の
黙
示
録
』
」
（
十
一
月
）、
翌
八
二
年
に
は

「
反
現
代
で
あ
る
こ
と
の
現
代
性―

―

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
小
説
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
月
）、

「
都
市
小
説
の
成
立
と
展
開―

―

チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
以
降
」（
五
月
）、「
用
意
さ
れ

た
犠
牲
者
の
伝
説―

―

ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
／
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
」（
七
月
）、
計
六
回
の
連
載
。
い
ず

れ
も
村
上
文
学
の
八
〇
年
代
を
読
み
解
き
、
創
作
方
法
や
規
範
を
把
捉
し
、
後
の
展
開
を
追
尋
す

る
上
で
も
示
唆
に
富
む
。
キ
ン
グ
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
回
で
は
作
品
の
魅
力
や
小
説
家
と
し
て
の

モ
ラ
リ
テ
ィ
ー
に
話
題
は
及
ぶ
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の
回
に
は
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
カ
ポ
ー
テ

ィ
ー
を
繋
ぐ
作
家
と
し
て
都
市
小
説
の
系
譜
へ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
を
位
置
づ
け
た
自
説
を
開
陳
す
る
。 

こ
れ
ら
の
な
か
、
本
稿
の
関
心
は
最
終
回
「
用
意
さ
れ
た
犠
牲
者
の
伝
説―

―

ジ
ム
・
モ
リ
ソ

ン
／
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
」（
以
下
『
用
意
さ
れ
た
犠
牲
者
』）
に
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
ジ
ム
・
モ

リ
ソ
ン
と
は
、
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
、
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ド
ラ
ッ
グ
、

ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
耽
溺
、
扇
動
的
な
パ
フ
ォ
マ
ー
ン
ス
で
知
ら
れ
、
後
に
バ
ン
ド
を
離
れ
詩
人
と

し
て
再
出
発
す
べ
く
赴
い
た
パ
リ
に
客
死
す
る
。
そ
の
生
き
ざ
ま
は
今
日
の
眼
か
ら
す
れ
ば
前
時

代
的
な
（
そ
れ
ゆ
え
神
秘
的
で
も
あ
る
）
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
を
ま
さ
に
地
で
行
く
も
の
で
あ
る
。 

村
上
が
そ
の
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
／
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
の
名
前
を
初
め
て
小
説
に
刻
印
し
た
の
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
炭
鉱
の
悲
劇
」（『
ブ
ル
ー
タ
ス
』
八
一
年
三
月
）
だ
っ
た
。
そ
の
後
「
午
後
の

最
後
の
芝
生
」（『
宝
島
』
八
二
年
・
九
月
号
）、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア
フ
ェ
ア
」（『LEE

』
八
五
年

年
十
一
・
十
二
月
号
）
、
「
我
ら
の
時
代
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア―

―
高
度
資
本
主
義
前
史
」

（
『SW

ITCH

』
八
九
年
十
月
号
）
、
長
編
で
は
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
（
『
群
像
』
八
二
年
八
月

号
）
に
も
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
小
説
の
中
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア
フ
ェ
ア
」
を
除
き
、
ザ
・

ド
ア
ー
ズ
の
名
前
は
語
り
手
に
と
っ
て
の
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
時
間
の
意
味
と
分
か
ち
が
た
く

結
び
つ
い
た
も
の
、
語
り
の
ベ
ク
ト
ル
（
つ
ま
り
文
脈
）
や
主
題
性
を
も
規
定
す
る
も
の
と
し
て

あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
名
前
や
楽
曲
が
小
説
に
記
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
を
知
る
読
者
が
各
々

に
想
起
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
の
は
た
ら
き
は
作
品
解
釈
に
お
い
て
軽
視
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
後
に
吟
味
す
る
が
、
村
上
の
八
〇
年
代
作
品
の
語
り
手
が
述
懐
す
る
過
去
、
〈
六
八

年
〉
前
後
の
時
代
の
空
気
を
一
貫
し
て
代
表
す
る
の
が
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
／
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
な
の

で
あ
る
。
彼
（
ら
）
こ
そ
が
、
八
〇
年
代
の
村
上
文
学
か
ら
〈
六
八
年
〉
前
後
が
振
り
返
ら
れ
る

と
き
に
常
に
召
喚
さ
れ
る
ポ
ッ
プ
・
イ
コ
ン
で
あ
る
こ
と
は
刮
目
に
値
す
る
。
そ
の
モ
リ
ソ
ン
と

は
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
映
画
学
科
の
同
窓
だ
っ
た
コ
ッ
ポ
ラ
の
『
地
獄
の
黙
示
録
』
を
論
じ
た
「
方
法
論
と

し
て
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
に
し
て
も
、「
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
／
ザ
・
ド
ア
ー
ズ
」
の
枕
の
つ
も
り
で

書
き
始
め
た
と
言
う
。
そ
れ
だ
け
で
も
村
上
の
ジ
ム
・
モ
リ
ソ
ン
へ
の
相
当
の
思
い
が
窺
え
よ
う
。 

と
こ
ろ
で
「
日
本
近
代
文
学
の
歴
史
を
、
青
春
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
、
成
熟
し
、
死
滅
し
て

ゆ
く
過
程
と
し
て
描
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
エ
リ
ー
ト
の
「
特
権
的
青
春
」
が
決
定
的

に
失
わ
れ
る
の
は
『
風
の
歌
を
聴
け
』
が
登
場
す
る
一
九
七
〇
年
代
に
至
っ
て
か
ら
だ
と
説
い
た

の
は
三
浦
雅
士
だ
っ
た
。
三
浦
は
村
上
文
学
の
内
に
在
る
〈
時
代
の
倫
理
〉
を
い
ち
早
く
見
い
だ

し
た
評
者
で
も
あ
る
⑴
。
こ
れ
を
承
け
て
、
本
稿
は
先
行
論
や
〈
近
代
〉
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め

ぐ
る
言
説
と
も
切
り
結
び
、
村
上
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
か
ら
〈
近
代
〉
と
〈
青
春
〉
の
過
程
を
描
き

だ
す
こ
と
と
も
相
同
性
を
有
す
る
試
み
で
あ
る
こ
と
を
目
論
む
。
八
〇
年
代
の
村
上
作
品
で
回
想

さ
れ
る
過
去
、〈
六
八
年
〉
前
後
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
〈
青
春
〉
に
村
上
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
は
い

か
な
る
意
味
作
用
を
及
ぼ
す
も
の
か
を
吟
味
す
る
の
が
本
稿
の
大
枠
で
あ
る
。
研
究
史
上
、
か
く
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明治期の小樽における商工業者の移住過程
―『小樽区実業家百撰立志編』の分析―

The Migration Process of Merchants and Industrial People in Otaru in the Meiji era 
：Analysis of “the Who’s Who Otaruku-Jitsugyoka-Hyakusen-Risshihen” 

 
三宅 彦大 1)  

 
Gendai  Miyake1)  

 
要旨 本稿では，明治後期発行の紳士録をもとに小樽の商工業者の移住過程を検討した．はじめに，彼らの

属性や居住地・出身地の分布，移住に至る経緯を分析し，移住者の経歴のパターンが４つに分類された．つ

ぎに商工業者の移住過程をたどると，出身地・内地・道内・小樽，各地域間の移住経路が明らかになった．

移住者の多くが流動性を有し，小樽移住以前にすでに渡道していた者にとっては，東京および札幌や函館な

ど道内各都市への移住がその後の小樽移住にも影響していた．渡道経験の無い者，なかでも出身地から直接

移住した者は，出身地分布が全体のものと異なって，東北日本を中心に北陸・関西地方に偏在していた．ま

た，彼らは他の移住者と比較して就学や就業の経験が少なかったと推測される一方で，移住以前における商

況の視察などの行動，地縁・血縁に頼った就業などの経緯が移住過程で多くみられることも特徴の一つであ

った．以上の考察の結果，近代北海道の都市形成の検討における紳士録の活用が有効であることが示された．

キーワード 明治期北海道・小樽・移住過程・紳士録

． はじめに
 
近代日本における北海道は，内国植民地という位置づけのもと「北辺フロンティア」[1]として政府による拓殖

政策が展開された．これにともなって，内地から道内に多くの移住者がみられ，とくに 1890 年代から 1910 年

代にかけて北海道は大量移住期を迎えたとされている． 
明治期の北海道においてその内国植民地化，すなわち中央からの開発政策にあたって重要な役割を果たしたの

が，港湾都市の小樽であった．近世期から小樽には和人が進出していたが，都市としての小樽の発展は，明治

2(1869)年の開拓使の設置以降にみられるようになった．これ以後の小樽では，明治 13(1880)年の小樽・札幌間

の鉄道開通および 2 年後の幌内への延伸をはじめとして，産業・交通のインフラ整備が進展した．これとともに

人口も増大し，明治 4(1871)年には約 4 千人だったものが，同 32(1899)年には 6 万人を超えていた．また同年に

は，北海道区制施行により小樽区が成立するとともに，小樽港が外国貿易港に指定されるなど，明治末期には道

内を代表する都市に成長していた．以上のような都市の成長過程で，明治 20 年代における港湾への貨物移入量

増大や道内内陸部との連絡の完成によって，小樽は港湾都市として台頭し始め，明治後期になると近世期からす

でに開発が進んでいた函館と経済的地位で並び立つようになった[2]． 
このように，小樽は北海道の玄関口の性格を有し，商都として発展していった．明治以降の小樽への移住者，

とくに主な有力商工業者たちについては，北陸地方，滋賀，道南地方の松前，および東北地方の出身者であり，

海運業や漁業に進出した者たちであったとされている[3]．その進出の背景には，北陸地方の商人が道内への米穀

の移出とその肥料となる魚粕も扱っていた点，近江商人が近世から漁場と商権を有していた点，彼らの勢力退潮

後における従来の漁業出稼ぎ人である松前・東北地方出身者の成長があったといわれている． 
北海道移民に関する歴史地理学的研究として，平井[4]や中村[5]のものをはじめ，多くの蓄積がなされてきた．

これら先行研究における移民の移住要因や空間移動の検討から，出身地と入植地におけるネットワークの存在が

移住において重要な動機となっていた点や，移民が道内に定着する過程で流動性がみられた点などが明らかとな

っている． 
上記の研究の対象となった内地から移住した農民は，明治 19(1886)年の北海道庁設置以降の移民の主力であっ

た．一方で移住者に注目して北海道の近代化過程を考察するにあたっては，道内各都市の経済発展に関与した商

工業者の移住実態も検討すべき課題の一つであると考えられる． 
明治期の小樽の商工業者については，近代都市小樽の発展過程を社会階層に注目して検討した内藤や葛西らに

よる一連の研究で，詳細な分析がなされてきた[6]．なかでも葛西は，多額納税者や区会・衆議院・貴族院の各選

1)東京都立産業技術高等専門学校 ものづくり工学科 一般科目 非常勤講師 
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